
 
 

 

 

令和 7 年度 事業計画 
 

１．基本方針 

 

    人生１００年時代と呼ばれる現在、シルバー人材センターを取り巻く環境は、ここ数

年大きく様変わりしています。 

全国シルバー人材センター事業協会(以下、「全シ協」という。)では、平成３０年度か

ら令和６年度までの７か年を期間とする「第２次会員１００万人達成計画」を策定し、

会員数の拡大を図ったものの、令和元年から始まったコロナ感染症の流行拡大や、令和

３年４月に施行された「改正高年齢者雇用安定法」により各事業所での７０歳までの就

業機会の確保が努力義務となった事から、65 歳を過ぎても継続して雇用される機会が

増え、目標とした会員の確保はおろか、全国的な会員数の減少に歯止めがかからない状

況になっています。 

また、一昨年 10 月に施行されたインボイス制度による消費税の取り扱いや、昨年 11

月のフリーランス法の施行に伴い義務化された就業条件明示や契約方法の見直し等、セ

ンターの運営を大きく左右する制度の改正が有りました。 

一方、本センターにおいて長年の課題となっている会員数の拡大は、稚内市の人口減

少や市内事業所の定年年齢の引き上げと廃止により、会員数の減少が続いており入会者

の年齢も著しく高くなってきています。 

また、インボイス制度の施行に合わせ、配分金に含まれる消費税を会員に代わりセン

ターが納税する事と致しましたが、この場合、従前までとは異なり仕入税額控除が出来

なくなる事から、その財源の確保が大きな課題となりました。 

このため、センターでは令和 5 年度からの事務費の引き上げを継続すると共に、今年

度から公営企業を除く官公庁と個人との業務委託に関し、従前からの二段階契約方法か

ら発注者･センター･会員の三者間で包括的に契約を結ぶ方法へ見直し、経営の安定化を

図る事といたしました。 

最後に、本センターでは今年度も引き続き、これまで以上に「自主･自立、共働･共助」

の理念を踏まえた適正な公益法人の運営に努めることはもとより、特に「会員の拡大･

退会抑制」と「就業機会の確保･拡大」に加え、「新たな業種への参入のための検討」に

力を注ぎつつ、「安全･適正就業の推進」、「運営基盤の安定･強化」を引き続き事業の柱と

し、センターの健全運営を図り、これまで以上に地域から信頼されるセンターを目指し

て、会員及び役職員が一丸となって事業に取り組んで行きます。 

 

２．事業目標  

・会員数 170 人   ・粗入会率 1.3％   ・契約金額(受託事業)  ※95,000 千円 

・就業延人日(派遣事業)    1,200 人   ・事故発生件数  ０件  

※会員業務委託料(包括契約分)を含む 
 

３．具体的な事業実施計画 

 

⑴ 会員の拡大及び就業機会の確保・拡大 

・ 「就業開拓委員会」において論議を進め取りまとめた「令和 7 年度就業開拓推進計

画」に基づき、会員の拡大及び就業機会の確保･拡大を進めます。 

・就業機会の確保･拡大に資するため、新たな業種への参入のための検討を推進します。 

・ 会員の育成、技能向上等を図るための研修･講習を開催するほか、技術の伝達及び

伝承のための方策を検討します。 

・ 「会員一人･一会員入会活動」を推進すると共に、特に女性会員の拡大に向けた対



 
 

策を進めます。 

・会員の減少に対応するため、(仮称)サポーター会員制度の創設を検討します。 

・ センターに対する理解の促進やシルバー事業の周知を図るための活動の継続･拡充

を図ると共に、各種団体等との連携強化を図ります。 

・ 派遣事業による就業機会の確保･拡充を図ると共に、派遣先の開拓拡大にも取り組

みます。 

・ 事業規模拡大のため、新たな業種への参入のための検討に努めると共に、時代に即

した受注発注形態に対応するため、スマートホンの活用を積極的に推進します。 

 

⑵ 安全･適正就業の推進 

・ 安全就業の推進、就業･帰宅途中の事故防止等に関し、令和３年度に策定した「安

全就業基本計画」及び「作業別安全基準」に基づき、安全意識の喚起を図り、事故

発生防止に取り組みます。 

・ 全ての会員が安全に関する意識を共有し、行動できるよう様々な取組みを進めると

共に、事故発生時には、速やかに情報の周知を図るほか、事故発生防止の為の注意

喚起を行います。 

・ 適正な就業形態の確保のため契約内容や就業状況の把握に努め、精査･確認を行う

と共に、ワークシュアリングの観点から長期就業の是正に努めます。 

・ 健康維持のための講習会の開催や情報提供、市などが実施する特定健康診断や予防

接種の勧奨、会員状況調査票による健康チェックなどにより、可能な限り元気で働

き続けられるよう取組みを進めます。 

 

⑶ 運営基盤の安定･強化 

・ 財政基盤の強化のため、特定費用準備資金の計画的な積立てを実施すると共に、予

算の執行にあたっては常に経費の削減に努め、適切な予算管理、財務運営を心掛け

ます。 

・ 特別会員並びに賛助会員制度に関しての整理･検討を行います。 

・ 「自主･自立、共働･共助」の基本理念の実現のため、会員の運営参画を進め、地区

班、職群班の拡充及び連携強化を図ると共に、各専門委員会の活性化や専門部会の

強化を図ります。 

・ 会員及び発注者の利便性に配慮した効率的、効果的な事務局運営に努めると共に、

職員個々の能力向上にも努めます。 

 

⑷ 関係機関･各種団体との連携強化 

・ 稚内市や北海道、ハローワークとの連携を引き続き図ると共に、就業や会員の拡大

に繋げるため、地域団体や経済団体、女性団体、老人クラブ等との連携も進めます。 

・ 全シ協及び北海道シルバー人材センター連合会とは、各種事業の実施や情報収集を

進めるほか、センターだけでは対応が難しい課題等の解決のためには、必要な意見

反映を行うと共に、他のシルバー人材センターとも情報の共有･交換を始め、必要

な連携を図ります。 

 

⑸ 会員参加と計画的な事業運営 

・ 会員の事業への参加を進めるため、積極的に情報提供を行うと共に、地区班・職群

班等からの意見や要望は、専門委員会や専門部会等で検討･協議し、事業推進に必

要な反映を行います。 

・ 第３次中期計画の適切な推進管理に心掛けると共に、中期計画検証委員会における

検証･評価を考慮した事業運営を引き続き進めると共に、新たに第 4 次中期計画(令

和 8 年度～12 年度)の策定に取り掛かります。 


